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研究成果の概要（和文）： 留学生にとって読解は重要なスキルである。読解指導を効果的に行うためには、留学生が
日本語の文章を読む際にどのような問題点を抱えているのかを明らかにする必要がある。そこで、本研究では、(1)再
生課題が与えられたとき、中級～上級の日本語学習者はどのような内容を報告するのか、(2)その過程においてどのよ
うな困難点があるのかを調査した。その結果、文章中の重要な情報については選択して再生することはできるが、日本
語レベルによってその再生内容が異なることが分かった。困難点としては、文章構造の把握や内容の整理など理解した
内容をまとめること、語や文、文章レベルの問題が文章理解を難しくしていることが分かった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the difficulties of reading 
comprehension in learners of Japanese. The two goals of this study were follows: (1) Can leaners recall 
the main idea from the text? (2) What kind of difficulties do they have? Lower-intermediate, intermediate 
and advanced Learners were assigned to read a text and recall the text by rewriting or by orally it in 
Japanese. The date was collected and analyzed. The results indicate that learners can recall the most 
important main idea at the top level of structure of the text and supporting idea at the lower level of 
structure, but it is not easy for them to judge the importance of a main idea unit connection at second 
or third structure level. The results also indicate that there were many difficulties which includes word 
meaning, grammar, expressions, demonstratives, text structure, etc. It was also difficult to form the 
coherent representation of the text, especially for the lower-intermediate learners.
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１． 研究開始当初の背景 
 日本の大学や大学院で学ぶ留学生（中上級
の日本語学習者）にとって、読解は重要なス
キルである。留学生の多くは、学習や研究の
成果として、日本語でレポートや論文を書か
なければならない。このレポートや論文作成
の前提となるのが、大量の文献や資料から必
要な情報を読み取る、読解能力である。また、
インターネットの普及により、印刷物だけで
はなく、ウェブ上からも関連する情報を読み
取る能力が必要である。 
しかし、留学生が日本語学習にさくことが
できる時間は限られている。最近はピアリー
ディングなどの新しい試みも行われるよう
になってきたが、日本語の授業では、依然と
して文法や語彙、文章の正確な理解などの基
礎的学習に留まっており、大学で必要となる
実践的読解力を養成するための教材や指導
法の開発が必要である。 
そのためには、大学で学ぶ留学生、すなわ
ち、中～上級の日本語学習者が、読解をする
とき、どこで、何に、どのようにつまずいて
いるのかを解明する必要がある。しかし、読
解には、文章材料に関する要因や課題設定に
関する要因、読み手側の要因など複数の要因
が互いに深く関係し合っており、これらの要
因がどのように文章理解と関わるかについ
ては解明されていない。本研究の構想段階で
はこうした要因間の関係性を示すモデルを
構築することを目指していたが、実際には条
件を統制したうえで膨大なデータを収集す
る必要があり、実現が難しい。 
そこで、本研究では、まず、再生課題に限
定して様々な学習者からデータを収集し、読
み手が課題遂行上で遭遇する困難点を明ら
かにする。そして、モデルを構築するための
基礎資料とすることを目指す。 

 
２． 研究の目的 
本研究では、再生課題を用いて、日本語学
習者の読解の困難点を明らかにし、読解困難
点のモデルを構築するための基礎資料とす
る。 
（１）再生課題が与えられたとき、日本語学
習者はどのような内容を報告するの
か。 

（２）その過程においてどのような困難点が
あるのか。 

 再生課題を設定したのは、大学で学ぶ中上
級の日本語学習者にとって、ある文章を読ん
でその内容を理解して報告することは現実
的に必要な課題だからである。本研究の意義
は、現実的な課題を遂行する過程で、実際に
どのような困難点があるかを明らかにする
ことは指導にも役立つことにある。 
 
３．研究の方法 
対象としたのは、中級～上級の日本語学習
者及び日本語母語話者である。調査には、文
章を読んでその内容を口頭または筆記で報

告してもらうという再生課題を用いた。なお、
調査は主に日本語で実施した。これは日本で
学ぶ留学生には、現実的に日本語で行うこと
が求められるからである。調査に用いた文章
は学習者のレベルに合わせて用意した。また、
中級の学習者については、困難点をより詳細
に調べるためインタビュー調査も行った。 
分析にあたって、まず、調査に用いた文章
をあらかじめアイディアユニット（ＩＵ）に
分けておく。次に、ＩＵを文章の中の最も重
要な内容、次に重要な内容、重要ではない内
容との３つに分けておく。そして、再生課題
で得られたものを書き起こし、プロトコルデ
ータを作成する。このデータとＩＵとを照合
し、意味内容が一致していれば再生したもの
としてカウントし、再生率を求める。そのほ
か、インタビューで得られたデータ等につい
てもすべて書き起こし、学習者が読解中に難
しい、困難であると申告したところもすべて
リストアップした。 

 
４．研究成果 
（１）日本語母語話者 14 名と日本語学習者
10 名の筆記再生課題を比較すると、日本語学
習者は文章中の最も重要な情報は再生でき
ていたが、その次に重要な情報よりもあまり
重要ではない部分を多く再生していた。また、
前半部分の再生が中心で、後半部分の再生が
少なかった。このことから、日本語学習者は
文章を読みながら、重要な情報は取り出すこ
とができる一方、詳細な情報が重要な情報と
どのような関係があるのかを把握すること
や、前半部分に書かれていた内容の整理が十
分にできないままに後半部分を読み続ける
ことが結果的に認知的負担を高めることに
なること、などの問題点が分かった。そのほ
かにも、自分の読み誤りに気づかない、単語
や文が理解できていても推測できない、など
の問題点も見られた。 
  
（２）日本語母語話者５名、日本語学習者上
級 10 名、中級５名の再話課題を比較すると、
（１）の結果と同様に、日本語学習者は最も
重要な情報は再生できていたが、中級学習者
のほうが重要ではない情報を再生する傾向
が見られた。重要ではない詳細情報と重要な
情報との関連性を考えて再生することは困
難である。このことから、学習者は文章の全
体構造の把握が困難であると考えられる。 
 
（３）中・中上・上級の日本語学習者８名に
文章構造の図式化とそれをもとに再話する
という課題を課した。その結果、上級の学習
者ほど、シンプルな文章構造図を作成し、そ
の図をもとに重要な情報を自分の言葉で再
生することができた。一方、中級の学習者は
文章構造の把握も困難で、重要な情報よりも
重要ではない、詳細な情報を取り出してしま
うことが分かった。 
 



（４）中級の日本語学習者５名を対象に５つ
の文章についてそれぞれ再話をしてもらっ
た。その結果、最も重要な情報の再生率は高
いが、再生率そのものが非常に低い学習者も
いることが分かった。また、再生率が低い学
習者ほど内容理解度のスコアも低かった。再
生率が低い学習者が読んでいる過程の観察
やインタビューを行った結果から、読むスピ
ードが非常に遅いこと、分からないところを
そのまま放置すること、文章構造の知識を利
用して大胆に解決しようとすること、既有知
識だけを用いて理解しようとするために誤
った理解になること、などの様々な問題点が
明らかになった。一方、再生率が高い学習者
は、テーマや重要な情報を用いて文章内容を
理解しようとしており、既有知識のみに頼ら
ず、文章内容と自分の理解とのモニタリング
を絶えず行っていることが分かった。そのほ
かに、インタビューの結果から、文章を理解
する上で問題となるところは、以下の３つに
分けられることが分かった。①語レベルの問
題点；未知語の意味、漢字の読み方など、②
文レベルの問題点；指示語や文法、主語の省
略など、③文章レベルの問題点；キーワード
や段落間の関係把握など、である。漢字圏の
学習者は、ひらがなやカタカナで書かれた単
語を認識することや再話する際に漢字の読
み方が分からないことが問題になることも
分かった。 
以上より、（１）再生課題が与えられたと
き、日本語学習者はどのような内容を報告す
るのかについては、文章中の重要な情報につ
いては選択して再生することはできるが、学
習者の日本語レベルによって、その再生内容
が異なることが分かった。 
また、（２）その過程においてどのような
困難点があるのかについては、文章構造の把
握や文章内容の整理など、理解した内容をま
とめていく際の困難点と、文章を理解するた
めの語や文、文章レベルでの困難点の両方が
見られることが分かった。 
このように、再生課題という課題を遂行す
るにあたって、学習者には様々な問題点が見
られた。特に、中級や中上級の学習者には、
支援が必要である。 
Kintsch(1998)の読解モデル（図１）によ
れば、読み手は小さな意味のまとまり「命題」
から局所的な構造（ミクロ構造）を構築し、
ミクロ構造同士を互いに関連付け、階層的に
統合することによって、全体的な構造（マク
ロ構造）を構築していくという。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ テキストの階層性（Kintsh,1998: 67
をもとに作成） 

 
本研究の結果をこのモデルに当てはめて
考えると、母語話者は読解中にこのモデルの
上位部分、Ｍ（マクロ構造）を中心とした構
造図を頭の中に想定し、それをもとに再生す
ることができると考えられる。一方、中級の
学習者は、図１の上の部分、Ｍ(マクロ構造)、
つまり最も重要な部分については再生でき
るが、それ以下の部分については、Ｐ（ミク
ロ構造）に相当する情報の再生が中心で、文
章から得た情報を下から上へと結びつけて
いく、つまり情報を整理してまとめていくこ
とが困難であると考えられる。 
また、Ｐ(ミクロ構造)の部分の読み取りの
際にも、語レベルや文レベルの読みの困難点
がある。また、ＰからＭを構築する際にも、
段落間の関係把握などの問題点が見られる。
さらに語や文のレベルの困難点がなかなか
解決できずに内容が把握できないケースも
見られた。 
本研究で得られた成果は、国内外の学会等
で発表し、論文の形でも公表した。 
読解の授業では、文法や語彙の学習のため
に文章を読む練習をするのではなく、文章の
中から重要な情報を選び出し、それらをまと
めて自分の言葉で伝えるような練習をして
いくことが必要である。再生課題を課したこ
とによって、全ての日本語学習者に文章中か
ら重要な情報を得ようとする読みの姿勢が
見られた。このような読みは自律した読み手
には必要なことである。今後はさらに調査を
行い、データを積み重ね、読解を困難にする
要因間のモデルを構築していきたいと考え
ている。これが構築できれば、フローチャー
トのような形で、学習者への具体的な支援方
法を提案できるようになるのではないかと
考えている。また、困難点をもとにした教材
開発にもつなげていきたいと考えている。 
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